
 
編
集
後
記
 

 こ
の
度
、『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
一
五
号
を
発
刊
い
た
し
ま

す
。 二

〇
一
九
年
末
か
ら
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
二
〇
二
一
年
末
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
収
束
の
見
通
し
は
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
に
鑑
み
、
今
号
は
、「
浄
土

真
宗
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
二
〇
二

〇
（
令
和
二
）
年
に
本
願
寺
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
本
願

寺
国
際
セ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
惠
範
講
座
）
に
お
け
る
満
井
秀
城

副
所
長
の
講
演
「
コ
ロ
ナ
禍
と
真
宗
」
を
収
録
し
ま
し
た
。
本
講
演

で
は
、
疫
病
や
飢
饉
に
つ
い
て
、
親
鸞
聖
人
や
蓮
如
上
人
の
視
点
を

通
し
て
、
私
た
ち
の
生
死
の
問
題
、
さ
ら
に
感
染
者
に
対
す
る
差
別

の
問
題
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
中
止
、
あ
る
い
は
縮
小
し
て
い
る
仏
教
行
事
に
つ
い
て
も
、
事
例

を
も
と
に
説
明
さ
れ
、
浄
土
真
宗
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
対
す
一
つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
二
〇
二
一
年
八
月
に
、
公
共
哲
学
な
ど
を
専
門
と
さ

れ
る
小
林
正
弥
先
生
に
よ
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
版
本
願
寺
白
熱
教
室

「
コ
ロ
ナ
問
題
を
考
え
る
：
幸
福
と
公
共
性
」
を
収
録
し
ま
し
た
。

小
林
先
生
に
よ
る
政
治
哲
学
の
概
要
説
明
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
具
体
的
な
政
策
に
対
し
、
賛
否
に
別
れ

議
論
を
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
に
つ
い
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て
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
観
点
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
論
文
と
し
て
は
、
個
人
研
究
と
共
同
研
究
を
収
録
し
ま
し

た
。
個
人
研
究
で
は
、
林
龍
樹
氏
の
「
存
覚
『
六
要
鈔
』
に
お
け
る

外
典
引
用
の
研
究
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
本
願
寺
第
三
代
覚
如
上
人

の
長
子
・
存
覚
の
著
述
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
典
籍
を
引
用
さ
れ

た
の
か
、
特
に
「
外
典
」
と
呼
ば
れ
る
仏
教
書
以
外
の
書
物
を
用
い

て
い
た
の
か
に
焦
点
を
当
て
、
存
覚
の
著
述
姿
勢
に
つ
い
て
論
じ
て

い
ま
す
。 

さ
ら
に
共
同
研
究
で
は
、
佐
竹
真
城
・
赤
松
信
映
・
西
村
慶

哉
・
井
上
慶
淳
各
氏
ら
の
「
称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
の
翻

刻
（
四
）
│
巻
四
翻
刻
│
」
を
収
録
し
ま
し
た
。『
光
明
抄
』
は
、

日
本
に
お
け
る
現
存
最
古
級
の
『
法
事
讃
』
の
註
釈
書
で
、
貴
重
な

典
籍
の
翻
刻
で
す
。 

今
号
の
成
果
が
、
読
者
の
皆
様
、
そ
し
て
宗
門
に
と
っ
て
有
益

な
も
の
と
な
る
こ
と
を
、
編
集
者
一
同
、
強
く
願
い
ま
す
。 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
は
、
現
在
「
教
団
総
合
研
究

室
」「
教
学
伝
道
研
究
室
」「
仏
教
音
楽
・
儀
礼
研
究
室
」
と
「
東
京

支
所
」
の
三
室
一
支
所
の
体
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し

た
研
究
・
調
査
・
編
纂
の
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。「
自
他
共
に

心
豊
か
な
社
会
の
実
現
」（
宗
制
）
の
た
め
に
、
今
後
も
、
そ
の
成

果
を
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
や
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
・
刊
行
物
を

通
し
て
公
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
刊
行
委
員
会
）
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浄土真宗本願寺派総合研究所 研究事業 
１．教団総合研究室 
　・寺院運営に関する現況調査 
　・宗門教学会議の企画、運営 
　・六条円卓会議の企画、運営 

２．教学伝道研究室 
　〈現代教学研究担当〉 
　・自然災害対応プロジェクト 
　・死別にまつわる悲嘆ケアの研究 
　・自死問題の研究 
　〈現代伝道研究担当〉 
　・僧侶養成に関する研究 
　・現代的諸問題に関するデータベースの構築 
　〈聖典編纂担当〉 
　・聖典の編纂 
　　浄土真宗聖典の編纂、刊行 
　　現代語版聖典の編纂、刊行 
　　聖教調査 
　・聖典の普及 
　　聖典学習誌「季刊せいてん」の編集、刊行 
　　聖典普及のための講座の開催 
　〈教学相談担当〉 
　・「いのちと念仏」相談センターにおける教学相談対応 

３．仏教音楽・儀礼研究室 
　〈仏教音楽担当〉 
　・宗教と音楽に関する研究 
　・楽譜・音源の編纂、刊行 
　・演奏会・講習会等の開催 
　〈儀礼担当〉 
　・儀礼論に関する研究 
　・儀礼に関する講演会等の開催 
　・儀礼に関する啓発行事の開催 

４．東京支所 
　・首都圏における浄土真宗の儀式に関する研究 
　・ウェブサイト「仏教書レビュー」の執筆 

５．室間横断事業 
　・葬儀研究プロジェクト
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